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ボーリング柱状図
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(FI)

98.34 0.45 1.60
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礫質砂
(SG)

93.94 3.20 6.00
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91.52 2.42 8.42
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暗
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黒
灰

灰
褐

褐
灰

褐

軟らかい。含水量-中～多位。粘着
性-中位。
ローム主体に黒ボク・軽石が混じ
る。

軟らかい。旧表土。深度1.40m付
近に礫が点在する。

非常に軟らかい。有機質シルト。
腐植物が混じる。含水量-多い。粘
着性-大位。

緩い。孔壁の崩壊が顕著。
粗-中砂優勢に、径2～40mm程度
の円礫が多く混じる。
中位に締まる。最大礫径8cm程度
が混じる。
径10～40mm程度の亜円～円礫主
体。
マトリックスは砂。

中位～密に締まる。
推定礫径20～30cm内外の玉石が混
じる。径10～40mm程度の円礫が
主体。
マトリックスは細粒分が混じり砂
。
深度6.75～7.35m付近に細粒分混
じり砂を挟む。
深度7.50m付近にコア長10cm程度
の玉石が介在する。
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